


四国発のフードテック

豊富な一次産品に恵まれており、
様々なフードテック企業が集積している。

出典：四国4県フードテック事例集（四国経済産業局作成）https://www.shikoku.meti.go.jp/01_releases/2025/03/20250318a/20250318a.html
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成長の可能性

スタートアップの集積

充実した公設試の支援体制

✓ 各県の公設試に食品関連部門があり支援体制も整備。食関連の先端研究も盛ん。

徳島県立
工業技術センター

香川県
産業技術センター

愛媛県
産業技術研究所

高知県
工業技術センター

スタートアップの成功モデルを創出するために設立された「J-Startup」の
四国地域版（ J-Startup WEST）において、選出企業の中にも多くフードテック企業がみられる。
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全10社合同でワークショップを実施。

（最新動向やマーケティング／新事業展開や新規顧客開拓／自社の現状把握／
発信方法の仮説構築等）

①マーケティング戦略策定支援

日時 タイトル 内容 場所

9/ 1(月)

「全ての事業は「問い」から
始まる」
地域性と自社起点の再解釈
（自己分析）

自社がなぜ事業に取り組むのか、その“問い”を明確化する。
QPMI（Question, Passion, Mission,Identity）の枠組みを用
いて、地域資源や社会的背景と照らしながら、事業の起点を
再解釈する自己分析型セッション。

四国経済産業局
（高松市）

10/ 1(水)

「顧客との接点構築とアー
リーアダプターの視点」
市場仮説の構築/SNS とユー
ザー調査

ターゲット顧客像の仮説を構築し、SNS やアンケート
手法を用いた顧客理解に挑戦。UnlocX による調査設
計の支援を通じ、アーリーアダプターの視点で“誰
に届けるか”を言語化する実践的ワークを行う。

P･SPO 
Cafe&Event
（松山市）

11/13(木)

「検証と発信戦略のプロトタ
イプ化」
発信方法の構築と仮説検証

第1・2 回で得られた問いと仮説をもとに、ストーリ
ー設計や発信チャネル選定を行い、プロトタイプ的
な発信戦略を構築する。実証・テストマーケティン
グを見据え、表現と手法の検証設計を行う。

四国経済産業局
（高松市）

12/ 9(火)
「成果の可視化とプレゼン
テーション」
自社変容と戦略発表

ワークショップ中に育ててきた価値創造の成果を、ピッチ
形式で発表。表現内容を他者からのフィードバック
により磨き上げ、最終的にテストマーケティングや
展示会での実証に向けた発信力強化を目指す。

愛媛県県民文化
会館（松山市）

1/28（水）～
1/30（金）

テストマーケティング
ポップアップイベントを開催し、アンケート調査やポップ
アップに対するSNS反応調査を用い、仮説の検証を行う。

Sustainable 
Food Museum
（東京都）

2/17(火)
成果共有・次の一歩に向けた
報告会

ピッチイベント及びテストマーケティングを経て、どのよう
な手応えや課題が見えたかについて、可視化・共有する。

Fantudio
Takamatsu
（高松市）

ワークショップ
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①マーケティング戦略策定支援

【日 時】2026年1月28日(水)～30日(金)

【場 所】Sustainable Food Museum（東京都港区西新橋）

【参加者】50名（食品メーカー、シェフ、小売業、編集プロダクション、行政等）

【出展社】以下７社
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実施企業 内容

株式会社四国総合研究所／
株式会社富士クリーン

スマート栽培による希少国産ライチを用いた
シャーベット

株式会社ウルバ 海藻由来の酒ゼリー

株式会社セツロテック 独自酵母を活用したクラフトビール

株式会社ゆうぼく 付加価値を高めたブランド「はなが牛」

株式会社セトラスフードテック 県内産の原材料にこだわったしょうゆ豆

株式会社XEN GROUP
独自の品質保持技術を用いて開発した果物シャー
ベット

✓ ワークショップを通じて構築した「誰に、どのような価値を提供するのか」という仮説を
実際に検証・ヒアリングすることを目的として実施

テストマーケティング
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①マーケティング戦略策定支援

【(株)セツロテック】
独自酵母を活用したクラフトビール試飲と

ディスカッション

【(株)ウルバ】
酒ゼリーの試食とディスカッション

【(株)四国総合研究所／(株)富士クリーン】
国産生ライチのプレゼンテーションと試食

【(株)ゆうぼく】
はなが牛の試食とディスカッション

✓ 試食・試飲の提供に加え、各社が来場者と直接対話する形式で実施。

✓ 商品・技術に対する率直な意見や利用シーンのヒアリング、価格帯や訴求ポイントに関す
る反応の取得など、定性的・定量的な検証を行った。

テストマーケティング





【日 時】2026年1月23日(金) 10:30～17:00

【場 所】愛媛県県民文化会館「真珠の間」

【参加者】188名

【次 第】13:00 開会

13:05 基調講演「海藻で海も人もすこやかに」

合同会社シーベジタブル共同代表友廣 裕一氏
13:20 ピッチ（第一部）

株式会社ウルバ、株式会社セツロテック、株式会社富士クリーン、株式会社ゆうぼく

14:10 大学生プロジェクト

香川大学創造工学部サービスデザイン研究室、愛媛大学大学院農学研究科

14:35 ピッチ（第二部）

大倉工業株式会社、四国計測工業株式会社、仙味エキス株式会社、

株式会社中温、株式会社ライスレジン

15:45 閉会
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ピッチイベント・展示会

ピッチイベント 展示・交流会

①マーケティング戦略策定支援
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③コミュニティの形成

愛媛大学
食品健康機能研究センター

Fantudio Takamatsu
（タニコー株式会社） 産総研四国センター

✓ 令和7年度産学官連携交流会
をSHIKOKUフードイノベーション
サミットと同時開催。

✓ インターンシッププログラム「愛媛
Food camp」を４県に横展開、
参加企業の拡大を目指す。

✓ 産総研一般公開、SHIKOKU
フードイノベーションサミットなど相
互のイベントに出展・参加協力。

✓ 定期的な情報連携を行いながら、
四国の技術支援の中心的存在
を期待。

技術支援の中枢機関大学×企業の接点強化

✓ 厨房機器メーカー タニコー株式会社が、
料理の未来を共に創り上げるための施設と
して令和7年7月に瓦町FLAG内に設立。

✓ 令和7年度は3回、フードイノベーションイベ
ントを開催。

✓ 四国は食文化・技術が集まる「場」がない
ことが課題であることから、同施設と連携し
ながら、四国の食の価値の見える化を図る。

四国フードイノベーション拠点（場）づくり

四国域内とのコミュニティづくり




